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入院生活において騒音が睡眠に及ぼす影響
～短期入院病棟患者へのアンケートを通して～
10階東　○山崎千穂　那須　瀧田　庄山
1　はじめに
　10階東病棟では、検査や術後経過の短い手術を目的
に、短期間（2週間以内）入院する患者が多く、その
中でも睡眠時無呼吸症候群の精査をする患者が増えて
いる。その患者の大部分が軒をしており、同室者の睡
眠が妨げられ、実際に不眠を訴えてくる患者が多いの
が現状である。このことを機会に、私たちは軒に限ら
ず、夜間の患者周囲の音と睡眠との関係を調査したい
と考えた。
　藤田・中島が、　「睡眠は基本的ニードの1つであり、
その日の活力にも影響する。1）」と述べているように、
より良い睡眠をとり、休息することは、治療上必要不
可欠なことである。その睡眠に対する看護婦の意識を
高め、患者が快適な睡眠を得られるよう援助していく
必要がある。今回騒音以外の原因とも比較しながら、
当病棟における「不眠を訴えた患者（以下不眠患者と
称する）」について、騒音の影響を調査し、分析した
結果をここに報告する。　　　　　　　　　　　　　　（人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
II研究方法
1．期　間：平成ll年8月16日～10月27日
2．対　象：当病棟に入院した患者225名
　　　　　最年少6歳～最年長91歳
　　　　　平均在院日数4．6日
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3．場所：10階東病棟（病床数22床）
4．方法
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2室（男性1、女性1）
2室
　アンケート用紙作成（無記名回答質問法）
　入院時、全患者に配付
　入院後、不眠を感じた時点でアンケートを記入し
てもらい睡眠状況、不眠の原因について調査する。
5．分析方法：単純集計
皿　結果
1．入院患者と不眠患者の年齢
　期間中入院患者は225名であり、そのうち不眠患者
は38名であった。入院患者全体のうち不眠患者は16．8
％を占めていた。その年齢分布を図2に示す。
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図2　入院患者と不眠患者の年齢
2．入院前と不眠時の睡眠時間の差
　入院により睡眠時間が減少した患者は23名（60％）
であり、その差は2時間から3時間が多かった。又、
睡眠時間の変化がなかった、もしくは増加した患者は
15名（39．4％）であった。
図1　対象の年齢分布
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図3　入院前と不眠時の睡眠時間の差
3．不眠の原因と騒音の種類
　不眠の原因としては騒音が一番多く27．7％を占あた。
（図4）騒音の種類としては、同室者の軒が圧倒的に
多いということが分かった。その他に少数意見として、
同室者の寝返りや気配があった。
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図4　不眠の原因（複数回答可）
騒音の種類
aいびき
bテレビの音
。話し声
dドアの音
e点滴棒の音
fベット棚の音
g機械の音
h院外の音
i足　音
jその他
□：騒音
笏：身体的苦痛
i≡ii：精神的苦痛
　：環境の変化
瞳：未回答
■：その他
ll人
4．不眠患者38名のうち、眠剤を内服していた患者は、
　3名であった。又、不眠の原因に騒音をあげた患者
15名のうち、耳栓を希望した患者は3名であった。
5．騒音以外の不眠の原因として、身体的苦痛22％、
環境の変化20％、精神的苦痛17％の順であった。そ
の他の意見としては、　「昼間寝てしまった」　「入罪
するタイミングを失ってしまった」などがあった。
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IV　考　察
　不眠患者の年齢分布から考えると、年齢を問わず不
眠患者がいたことが分かる（図2）。このことから、入
院により誰もが不眠に陥る可能性があると考えられる。
　入院前と不眠時の睡眠時間の差をみると（図3）、
睡眠時間が減少した患者が半数以上であるが、全く変
わらない、もしくは増えた不眠患者が39．4％と意外に
多いことが分かった。このことから十分な睡眠時間が
得られたからといって、十分な睡眠が得られたとは言
えない。人は通常自分の活力を戻すことができる睡眠
時間を持っており、その時間を得ることが必要だが、
それだけでなく睡眠の質が重要になってくると考えら
れる。
　不眠の原因として騒音と答えた患者が最も多く、こ
の結果から、睡眠に及ぼす影響が大きいことが分かっ
た。騒音の種類としては、エアコン・酸素・持続吸引
器などの機械音は少なく、軒が最も多かった（図5）。
エアコン・酸素・持続吸引器などの機械音は、規則性
のある持続的な音であるのに対し、軒は人間が無意識
に発するものであり、音が大きく規則性がないため突
発的な音と言える。又、夜間持続する音であり、これ
らは入手困難、中途覚醒を招き間欠的な睡眠となるた
め、熟睡感が得られず「眠れなかった」と感じるのだ
と考えられる。矢田は、「覚醒回数が多くなったり、覚
醒の度が強かったり、覚醒時間が長くなると、翌朝目
が覚めた時の気分が不快に感じられる。」と述べてい
る。このことからも軒が睡眠に与える影響が大きいと
言える。また、今回点滴棒を動かす時の音、ベット棚
の上げ下ろしの音、足音などを騒音と感じた患者は少
なかったが、これらの音は看護婦側、患者側の意識に
より防ぐことができるものである。そのため、睡眠に
対する看護婦の意識を高め、患者の協力を得ていく必
要がある。
　不眠の対処方法として、眠剤内服、耳栓使用があっ
たが、希望した患者は少なく（結果4）、殆どの不眠
　0　2　　4　6　8　10　12（人数）患者は、看護婦に援助を求めず我慢していた可能性が
図5　騒音の種類（複数回答可）　　　　　　ある。
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私達看護婦は、不眠の訴えがなかったり、巡視時患者
が臥床していれば、入眠していると安易に判断しがち
である。しかし、騒音によって不眠に陥っている患者
がいることが明らかになったため、患者周囲の防音に
努めていかなければいけないことを認識した。
　今回は、騒音が睡眠に及ぼす影響に着目したが、そ
の他、環境の変化、身体的、精神的苦痛などにより不
眠に陥っている患者もいたたあ、あらゆる面から介入
し、よりよい睡眠を提供することを今後の課題とする。
V　おわりに
　今回の研究により、睡眠に与える騒音の影響が大き
いことが分かった。今回は、研究期間が短く防音対策
を見い出すまでには至らなかったが、今後は、騒音に
対する看護婦の意識を高め、効果的な対策を立て実施
していけるよう検討していきたい。
　最後に、研究を進めるにあたり御協力して頂いた患
者様に深く感謝致します。
VI付　録
　患者の皆様へ
　　　　　　　　アンケートのお願い
　夜間騒音のため、不眠を感じている患者様にとって、不眠の原因を調べると共に
耳栓を使用することにより心ちよい睡眠が得られるのではないかと考え、現在看護
研究を進めています。この看護研究を進あるにあたり、患者様の率直な御意見を
お聞きしたいので、以下のアンケートに御協力をお願いします。
アンケートで知り得ました事柄に関しては、外部に漏らさないことをお約束します。
　　　　　　　　　　　　　アンケー　ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日　　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年齢　性別男・女　　人部屋
1．入院前は、毎晩何時間ぐらい眠れていましたか。　　　約　　　時間
2．昨晩は、何時間ぐらい眠れましたか。　　　　　　　　約　　　時間
3．昨晩は、眠剤を内服しましたか。　　　　　　　はい　　　いいえ
4．入院後、不眠の原因となったのは次のうちどれですか。該当する項目に○をして
　　下さい。
　　a　騒音（人的、物的等）　　b　身体的苦痛　　c　精神的苦痛
　　d　環境の変化　　e　その他（　　　　）
5．問3でra」と答えた方に質問します。
　　　どのような音が気になりましたか。　（複数回答可）
　　a　同室者のいびき　　b　テレビの音　　c　話し声　　d　ドアの開閉
　　e　点滴棒を動かすときの音　　f　ベット棚の音　　g　機械の音
　　h　院外の音　　i　看護婦の足音　　j　その他（　　　　　　）
6．本日夜間騒音防止のために、耳栓の使用を希望しますか。
　　　　　　　　　　　　　　はい　　　　　　　いいえ
7．その他、御意見があればなんでも書いて下さい。
　　　（　　　　　　　　　　）
ご協力ありがとうございました。　お手数ですが、記入でさましたら
看護婦に渡して下さい。
このアンケートは看護研究の一貫として行っているものであり強制ではありません。
　　　　　　　　　東京医科大学病院　　　看護研究者　瀧田　那須　山崎　庄山
看護婦記入欄　　　　☆　入院日　　月　　日　　☆　予定入院期間　　　日間
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